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第３０期（平成２２年３月期） ７月の売上の状況に関するお知らせ 

 

Ⅰ．平成２２年３月期 ７月の売上の状況（７月単月ベース） 

（百万円単位：単位未満は切捨表示） 
 全社計画 全社実績 差額 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 ２，３５６ ２，３２１ △３５ 

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 ２，８４３ ２，６８８ △１５５ 

ｶﾗｵｹ収入 ４９９ ４７４ △２４ 

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入   ６１５ ６１９    ＋４ 

その他収入   ２３４ ２４８ ＋１３ 

総売上 ６，５４９ ６，３５１ △１９７ 

 
 全社計画比 全社前年比 既存店前年比 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 △１．５％ ＋１８．３％ ＋５．０％ 

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 △５．５％ ＋２．７％ △９．８％ 

ｶﾗｵｹ収入 △５．０％ ＋１１．２％ △８．８％ 

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入  ＋０．７％ ＋５．１％ ＋１．０％ 

その他収入 ＋５．９％ ＋３６．８％ ＋６．８％ 

総売上 △３．０％ ＋９．９％    △３．１％ 

 
Ⅱ．平成２２年３月期 ７月までの売上の状況（４月～７月累計ベース） 

（百万円単位：単位未満は切捨表示） 
 全社計画 全社実績 差額 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 ９，７９２ ９，５０４ △２８８ 

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 １０，８５３ １０，５５６ △２９６ 

ｶﾗｵｹ収入 １，９７９ １，９１３ △６５ 

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入 ２，９５０ ２，８４８ △１０１ 

その他収入   ９３４ ９９８ ＋６３ 

総売上 ２６，５０９ ２５，８２１ △６８８ 

 

 全社計画比 全社前年比 既存店前年比 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 △２．９％ ＋１０．４％ ＋０．３％ 

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 △２．７％ ＋１．６％ △９．０％ 

ｶﾗｵｹ収入 △３．３％ ＋７．４％ △１０．１％ 

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入  △３．５％ △０．９％ △５．５％ 

その他収入 ＋６．９％ ＋３５．０％ ＋８．５％ 

総売上 △２．６％ ＋５．８％ △４．８％ 

 

① 単位未満は切捨表示しておりますので、上記数字を単純計算しても単位未満の数字によっては、 

実際の数値と若干の差異が生じる場合があります。 

② 監査法人による監査前の売上を集計しております。 

③ オープンから１２ヶ月以上経過した店を既存店としております。 

④ 平成２１年７月末現在の総店舗数は９９店舗で,うち８２店舗が既存店舗となっております。 

⑤ 平成２１年５月１１日発表の計画と対比させております。 

 



 

Ⅲ．平成２２年３月期 （４月～７月）の売上高既存店前年比推移 

 

 ４月 ５月 ６月 １Ｑ 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 △４．０％ ＋２．７％ △２．６％ △１．１％

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 △１０．６％ △４．８％ △１１．４％ △８．７％

ｶﾗｵｹ収入 △１２．２％ △５．８％ △１４．１％ △１０．５％

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入 △３．２％ △３．８％ △１５．９％ △７．１％

その他収入 ＋６．８％ ＋１１．６％ ＋８．１％ ＋９．０％

総売上 △６．９％    △１．７％   △８．４％   △５．４％

既存店数（全店数） ８１店（９６店） ８２店（９６店） ８２店（９７店） ※ 

 

 ７月 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ収入 ＋５．０％

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ収入 △９．８％

ｶﾗｵｹ収入 △８．８％

ｽﾎﾟｯﾁｬ収入 ＋１．０％

その他収入 ＋６．８％

総売上 △３．１％

既存店数（全店数） ８２店（９９店）

 

≪コメント≫ 

全国的に梅雨明けが遅れたことで、当社のようなインドアレジャー施設の集客にはプラスとなりま

したが、個人消費の冷え込みは依然として厳しく、計画を下回る結果となりました。 

ボウリングにつきましては、土日祝のピーク時間帯を中心として、投げ放題パックを３ゲームまで

としたレーン回転数アップ策や、ネットワーク対戦ボウリングの好調により、既存店ベースでは計画

を上回り、回復トレンドに転じました。一方のアミューズメントはメダルゲーム系のパチンコやスロ

ット、及び通信カードゲーム系の落ち込みが激しく、キャッチャー景品系は前年を上回ったものの、

全体的には軟調な状態が続いております。また、カラオケは全国的にダンピング傾向が続いており、

競合他店との価格競争が激しく、引き続き厳しい状況が続いております。 

今後の対策として、ボウリングの好調を維持しつつ、アミューズメントに関しては、夏休み以降に

発売される大型新機種の積極的な導入、及びメダルゲームでの割安感を打ち出した価格設定の見直し

を実施、更にカラオケでのドリンクバーの設置を検討しており、複合化施設の強みであるシナジー効

果を生かしつつ業績の向上に努めて参ります。 

 

（各種ＩＲ情報や新型機種の導入状況等に関しては、弊社ホームページに掲載しております。 http://www.round1.co.jp ） 

 

 

以 上 

 


